
ジェネリック医薬品には以下のような特徴があります。

医薬品によってはジェネリックがない場合があります。

価格が安い (開発費用が安いため )

国の医療費削減：医療行政の目標にかなっている

製品によっては、大きさ、味、においの改善、

保存性の向上など先発医薬品よりも工夫されたものもある

添加物や製法が先発医薬品と異なるので、

全く同じ医薬品ではない（効き目が微妙に異なる）

今使用している病名に適応がなく使用できない場合がある

製造ﾒｰｶｰの規模により安定した供給が難しい薬品がある

副作用についてなど情報量が少ない場合がある
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